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温室効果ガス削減対策と効果
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図１ エネルギー転換部門における対策と効果の関係
需

最終エネルギー 他部門におけるエネルギー 要
消費量削減に向けた努力 側需要の減少

に
国内で生産する 電 力 お

他部門における利用エネルギーの選択 け
石 油 製 品 （自然エネルギーの導入を含む） る

最終エネルギー 都 市 ガ ス 削
減温 熱 供 給

電力負荷の平準化対策の減少 （増加要因）
室

石油製品等の 景気変動、気候、その他の外的要因
輸出入量増減効 による社会経済活動量の増減

果

ガ 電力の自由化
火力発電所の効率向上 に伴うＰＰＳ

ス 排 排 増加による
影響

排 火力発電の燃料転換
出 出 （天然ガス優先利用等）

出 電 力 原発が予定通
り建設・稼働

量 係 原 供 給 原子力発電の利用 しなかった場
合の影響

の
数 単 新エネルギー等の利用

削 供
給

減 の 位 送配電効率の向上 側
に
お

改 の 原料転換（石油系→天然ガス系） け
都市ガス製造 る

削
善 改 輸送効率の向上 減

善 熱供給 未利用エネルギー利用
注 特定規模電気( )PPS:

事業者
石油精製 精製効率の向上
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（増加要因）図２ 産業部門における対策と効果の関係

生 産 量 リユース等による生産量の低下 ※他部門要因：紙の消費量低減、 想定以上の
鉄利用量の低減等 生産量の増大

の 減 少

生産拠点の集約

生

造設備容量産 設備・機器の効率向上 製
による生産工程の効率向上 の過大

エネルギー消温 効
費原単位の悪設備運用の適正化
化室 率 生産工程

効 生産工程の代替（新プロセ 新プロセスへの代替

（

における ス）
果 原

ガ 単 改善 自家発電の高効率化

ス 位
エネルギー供給効率の向上 燃料転換（天然ガス化））

排

出 の 業界間でのエネルギー融通

量 改

リサイクル工程の 善 リサイクルし易い製品設計
の増加によるエリサイクル工程の効率向上
ネルギー消費原削
単位の増加リサイクル 素材リサイクル工程の高効率化

減

に関する 素材リサイクル率の向上
廃棄物 資源のリサイクル利用
利用に
よる 改善 副産物・廃棄物の有効利用
資源の
代替

バイオマス素材の利用
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（増加要因）図３ 運輸部門における対策と効果の関係

交通需要低減・平準化 想定外の貨物・旅客
ライフスタイル・ビジ （ﾃﾚｺﾐｭｰﾃｨﾝｸﾞ、時差出勤） 輸送量の増加
ネススタイルの改善

・小口輸配送の増加
・レジャーの進展等自動車輸送量 自転車の利用促進

の 減 少
積載効率の向上 共同輸配送、幹線共同運送等

温 乗車効率の向上
相乗り等の推進

室 誘発交通による
輸送量増加

効 機関分担率 モーダルシフト（物流拠点整備等）
輸送機関のシフト

果 の 改 善
公共交通機関の利用（ＬＲＴ整備等） 利便性の向上

ガ

ス

排 ＩＴＳ導入等
渋滞緩和 道路建設

出 エ 自動車
ネ 平均車速の向上 自動車交通の規制・誘導

量 ル
ギ

の ｜ 自動車の利用工夫（エコドライブ）
原 鉄 道

削 単 自動車の
位 利用 自動車の選択 小型車選択） 自動車の大型化(

減 の 単体の輸送
改 船 舶 効率の向上
善 機器効率 自動車燃費の向上、低公害車の導入

インフラ整備、製品
航空機 製造等に伴う二酸化

鉄道・船舶・航空機のｴﾈﾙｷﾞｰ効率向上 炭素排出量の増加

排出係数の改善 排出係数の低い燃料への転換 バイオ起源の燃料への転換等
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（増加要因）図４ 民生(家庭)部門における対策と効果の関係

効率の高い 家電製品の省ｴﾈﾙｷﾞｰ法ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ基準の導入

エネルギー消費機器への エネルギー消費機器 大型化・多照明設備の効率化

エ 代替・新規購入 の効率向上 機能化ガス厨房設備の高効率化

ガス給湯設備の高効率化ネ
多機能ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ電力､ｶﾞｽ､石油）の導入ル (

ギ
温 ｜

消 エネルギー消費機器 新しい家電省エネナビ

室 費 の効率的利用 省エネルギーに 製品の普及環境家計簿

原 関する普及啓発(省エネルギー行動によ

)効 単 る使用時間の削減等
位（

果
世

ガ 帯 住宅の省エネルギー 住宅水準の住宅の保温構造化

数 充実化パッシブソーラー住宅

ス 当
延床面積た
冷暖房設備排 り

待機電力の削減 浴槽 等

）

待機電力の少ない家電 待機電力の少ない
出 の 製品への代替 家電製品の開発

削
量 減

待機電力の削減
( )の 使い方の工夫による分

削
太陽熱温水器排出係数
ソーラーシステム減 の高いエ 自然エネルギー
太陽光発電システムネルギー の導入

利用の
削減
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（増加要因）図５ 民生(業務)部門における対策と効果の関係

エ ＯＡ機器[ ]空調関連技術

ネ の普及吸収式冷温水器の高効率化

省エネルギー法トップランナー基準の導入ル
コージェネレーションの導入空調ポンプギ 効率の高い エネルギー消費設備
空調ファン動力の削減温 ｜
[ ]消 エネルギー 照明関連技術

高効率蛍光灯器具の導入室 費
非常口高輝度誘導灯の導入原 消費設備への の効率向上
センサー付照明調光蛍光灯効 単
[ ]位 代替・新規導入 動力他関連技術

トランス無負荷損の削減果

（

搬送設備ｴﾚﾍﾞｰﾀ､ｴｽｶﾚｰﾀの省エネルギー単 ( )

ガ 位
面

ス 積
当

建築物の断熱強化排 た 建物の省エネルギー
り）

出
の 運転制御の最適化

量 削 による効率向上
減 想定以上の

の 延床面積の
増加

太陽光発電システム削 自然エネルギーの導入
排出係数

減 の高い
エネルギ
ー利用の
削減

事業の導入省エネルギー ESCO

普及事業の推進
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( )図６ ＨＦＣ等３ガス部門における対策と効果の関係 増加要因

HCFC
生産量削減 からの

代替の
進展

漏洩防止 ＳＦ６ ＰＦＣ ＨＦＣ ガスの生産

生産・製造時 のSF6
副生品の回収と適正処理 用 途

拡 大

温 における

室

効 漏洩量の削減 電気絶縁 ﾄﾞﾗｲｴｯﾁﾝｸﾞ､ 溶剤・洗浄 ｴｱｿﾞｰﾙ 発 泡 冷 媒
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞCVD

果

ガ 漏洩防止・回収・適正処理 製品
の製造

ス ガ
ス

排 の
使用量の削減（代替物質の利用、使用原単位の低減） 使

出 製品 用
使用・点検時 の構造

量 製品構造 製品構造
の改善 の改善

の における

削
漏洩量の削減 漏洩防止 漏洩防止 ガスの保有

減 ・回収・ ・回収・ 製品の使(
)適正処理 適正処理 用･点検

製品廃棄時
における 回収・ 回収・適正処理 製品の廃棄
漏洩量の削減 適正処理
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図７ 農業・畜産業分野における対策と効果の関係
（増加要因）

牛の生産性の向上

消化管内発酵に伴う 飼養頭数

温 ＣＨ ＣＨ 排出量の減少 の増加４ ４

牛の飼料構成の改善 畜

室

産

効 排 出 量 の ふん尿処理に伴うＣＨ ふん尿処理方法４

排出量の減少 の 改 善 業

果

消化ガスの生産

ガ ・回収・利用

減 少

ス 水田起源の 作付け面積

ＣＨ 排出量の減少 の増加４

排 水田の水管理方法の変更

出 ふん尿処理に伴うＮ Ｏ２

Ｎ Ｏ 排出量の減少 稲わらの分解を促進する２

量 農法の採用 農

排 出 量 の

の 肥料中の窒素起源による

減 少 Ｎ Ｏ排出量の減少 窒素肥料の施用方法の変更２

削 業 施肥量の増加

減 化 石 燃 料 バイオマスの わら、殻、農作物

使 用 量 の エネルギー利用 残さの利用

低 減 （電気・熱）
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（増加要因）図８ 廃棄物分野における対策と効果の関係

焼却量の減少 廃棄物量 廃棄物の 廃棄物量の増大

と の減少 の減少 リサイクル推進 （廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､廃(CH N O )4 2

温 油）

室

埋立量の減少

効 の減少 生分解性プラスチック(CH )4

の製造

果

ガ 排出原単位 最終処分場における覆土

の改善

(CH N O )ス と の減少4 2

下水汚泥焼却炉の改善 下水処理量の

の 増大

焼却・埋立廃棄物中

排 のＣとＮの減少 下水・し尿処理技術の改善

出

汚泥から消化ガス

量 を生産・回収・利用

削 石油資源使用量

の低減

減

浄化槽・農業集落排水事業におけるバイオ

化石燃料使用量 ・エコエンジニアリングの活用（注）

の低減

注）バイオ・エコエンジニアリング：生物処理工学、生態工学（植物等を利用して汚水を浄化する技術）（
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図９ 土地利用変化及び林業分野における対策と効果の関係

化石燃料 木質バイオマスの

使用量の低減 エネルギー利用
温

室

効

果 他材料（建設資材等）

ガ 産業部門における の木材による代替 （増加要因）
ス エネルギー消費の削減

排

出 ヒートアイラ

量 ンド化の進展
の

削 冷暖房等の 都市気象の緩和・

減 エネルギー消費

の削減 都 市 緑 化 地球温暖化の

進展
建築物の熱射

の減少 屋 上 緑 化

炭
素

吸

収

量 炭素貯留の長期化 木材の耐久的利用
の （木造住宅の長寿命化、木製品

増 のリサイクル等）

加


